
１０月１１日（水）の行事

報道発表資料の配付日時 １０月 ３日（火）１４時００分

発 表 項 目
令和５年度 道道霧立小平線「霧平トンネル」防災通報訓練の実施について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

（目 的）
本訓練は、「霧平トンネル」内において事故等が発生した場合、関係機関

との連絡体制、情報伝達の円滑さを確認することにより、トンネルの防災体
制に万全を期することを目的とします。

（日 時） 令和5年10月11日（水）14:00～

（場 所） 留萌郡小平町字川上（苫前町との境界）霧平トンネル
概 要

（参加予定者） 留萌建設管理部／留萌南部道路環境事業協同組合
道警旭川方面本部／留萌警察署／小平駐在所
羽幌警察署／古丹別駐在所
留萌消防組合消防本部／小平消防署
北留萌消防組合消防本部／古丹別支署
小平町生活環境課／苫前町建設課

（内 容） 「霧平トンネル」は、管理をする当部事業課（留萌市）から
約42ｋｍ離れており、車で50分を要する位置にあります。
このため、事故等が発生した場合、人命救助や安全確保を行うに
は、日頃から関係機関との連携と迅速な対応が、必要となります。
訓練は、トンネル内の非常電話から事故発生の通報があった場

合を想定した通報訓練となっています。

14:00 ・事故の想定により、事業課職員がトンネル内に設置してある非常通
報ボタンにより警報装置を作動させ、非常電話による110番及び119
番通報を行う。また、「霧平トンネル事故発生時における連絡系統
図」のとおり関係機関への情報伝達も行う。
同時刻、事業課に設置されている受信制御装置から設定された公用
携帯電話に自動で事故発生メッセージが流れる事を確認。

14:15 ・携帯電話不感地区のため、維持管理委託業者及び現地班が、衛星携
帯電話や道路情報板電話機から事故状況の報告を行う。

参 考 資料：位置図・事故発生時連絡系統図

１ 次の場合、訓練を中止いたします。
報 道 ( 取 材 ) ①留萌管内に気象警報が発表された時
に 当 た っ て ②災害が発生又は発生するおそれがある時
の お 願 い ２ 訓練中止の決定は、当日午前10時に行います。

３ 詳細は、維持管理課担当までお問い合わせください。

他 の ク ラ ブ
と の 関 係

留萌振興局留萌建設管理部維持管理課
担 当 維持管理課長 光永 智彦
（ 連 絡 先 ） ℡ダイヤルイン 0164-42-8367 内線4240

道路管理係長 土屋 隆裕
℡ダイヤルイン 0164-42-8369 内線4254
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位置図 道道霧立小平線



【Ｒ５訓練】霧平トンネル事故発生時における連絡系統図（勤務時間内：平日８：４５～１７：３０） R5.10.11
自動制御

警報装置作動 留萌警察署 羽幌警察署 羽幌警察署 古丹別駐在所 電話連絡

留萌警察署 小平駐在所 萌南部道路環境事業協同組合 建設管理部の状況確認
ヤマモト巧建(株)】

※非常用押しボタンの
みの場合

主（副）制御器 留萌建設管理部 事業課 小平町生活環境課管理係 建設管理部は出動する。
警察、消防は、建設

管理部又は、各機関の
受信制御器 状況確認の情報により

留萌建設管理部 維持管理課 苫前町建設課管理係 出動する。
したがって第１報は

事故発生の情報提供と
なる。（状況未確認）

留萌建設管理部 羽幌出張所

非常通報 留萌消防組合 小平消防署 留萌消防組合 消防本部 北留萌消防組合 消防本部
押しボタン 通報が重複するため

訓練では未使用

事故発生 北留萌消防組合 古丹別支署

訓練実施
道警旭川方面本部 留萌警察署 羽幌警察署 羽幌警察署 古丹別駐在所
『１１０』

留萌警察署 小平駐在所
留萌南部道路環境事業協同組合

非 常 電 話 留萌建設管理部 事業課 小平町生活環境課管理係

留萌建設管理部 維持管理課 苫前町建設課管理係
細枠内は通報が
重複するため
訓練では省略
します。 留萌建設管理部 羽幌出張所

留萌消防組合 小平消防署 留萌消防組合 消防本部 北留萌消防組合 消防本部
『１１９』

北留萌消防組合 古丹別支署
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